山梨県コンクール　二部　優秀賞
ごはんはぼくに力をくれる　
　　　　甲州市立神金小学校四年　
　矢崎　明進　
　「みー君、朝ごはんは何食べるの。」
とお母さんが毎朝聞きます。それは、ぼくが朝ごはんをあまり食べないので、お母さんが何か食べられる物を用意しようとしてくれるからです。でも、ぼくは、
「何にしよう。」
と言ってテーブルにあるおかずを少し食べるだけです。とくに、野球の試合の時は、朝も早いので、あまり食べられませんでした。
ぼくがレギュラーになっての試合の日、やっぱりあまり食べられず、家を出発しました。その日はとても暑く、試合の途中で具合が悪くなり、とちゅう交代し、活やくできませんでした。くやしくて、たまりませんでした。その時、お父さんに、
「朝ごはんをしっかり食べないと力がでないんだぞ。食べたくなくても、食べないといい選手になれないぞ。」
と言われました。
そこでぼくは、自分の好きなものを自分で作ったら食べられるかもしれないと思い、朝ごはんを作ることにしました。さい初に作ったのはカレーチャーハンです。ベーコン、卵をいため、その中にごはんを入れてまた、いためます。いたまったところにカレー粉を入れてさらにいためて完成です。自分で作ると作っている時から、おなかがすいてきて、食べられそうな気がしてきました。お皿にもりつけて、テーブルで食べました。とってもおいしくて、作ったチャーハンを残さず食べることができました。この日は学校でも一日元気に、しっかり学習できました。これならしっかり朝ごはんが食べられるぞと思い、オムライス、おにぎりにもちょうせんしました。それから、朝ごはんが食べられるようになってきました。
野球の試合の日、お母さんがまたいつものように、
「みー君、朝ごはん何食べるの。」
と聞くので、ぼくは、
「カレーチャーハン。」
と答えました。朝早かったので、お母さんが作ってくれました。ぼくはそのカレーチャーハンを食べて、試合に行きました。その日の試合は、ヒットも打てて、しゅびでも活やくすることができました。お父さんも、
「しっかりご飯を食べてきたから、力がでて、いいプレーができていたよ。がんばったね。」
とほめてくれました。とてもうれしかったです。その試合の日のおべんとうもおにぎりです。ぼくは、もりもり食べました。
今では、カレーチャーハン、オムライス、肉巻きおにぎり、やきにくどんなど朝からもりもり食べられるようになりました。学校でも、野球でもご飯はぼくに力をくれます。そんなごはんが大好きです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

